
 

令和六年度は 284 名の三年生が卒業し、四月からは一人一人が決めた道に進んで行きます。そし

て一年生 248 名、二年生 2５6 名の生徒がそれぞれの課程を修了し進級します。グランドデザイン

に示した目指す生徒像【自律的考動力】＝【生活力】＋【課題解決力】、生徒がこの力をつけることを

考え教育活動に取り組んできました。東浦中学校の生徒はいろいろな場面で、自分で考え、そして判

断する力がついてきています。今後も生徒が生活のさまざまな場面を自分事として考え判断し行動し

ていけるように教育活動を続けていきます。一年間東浦中学校の教育活動へのご支援、ご協力ありが

とうございました。令和７年度もよろしくお願いいたします。（以下は修了式式辞抜粋） 

 

 

新しいこと「考動」 

 

令和六年度の登校も今日で終わりです。令和六年度はどのように過ごしましたか。自分には

どんな力がつきましたか。春休みにそんなことを考えてみてもよいのではないですか。明日か

らの休みは１４日間あります。せっかく１４日も自由になる時間があります。そこで今日は「新

しいこと 考動」について話をします。 

学校に来る日は比較的自分で使える時間が少ないです。そこで春休みは普段できないことを

何か考えて、何か一つ取り組んではどうですか。タレントのタモリさんが、行動するときに成

功するためのコツをいくつか紹介していました。そのなかのいくつかを紹介します。 

≪・人の評価は無視する       ・他の人と違うことをする  

・口で言わずに、実際にやってみる ・自分が好きで選んだこと（仕事）なら全力でやる≫ 

これらのことは頭ではわかりますが、実際に動くとなるとできるかどうかは結構ハードルが

高いかもしれませんね。この 14 日の春休みにのんびり過ごす時間も大切にしながらやれそう

な範囲で、こんなことをしてはどうですか。 

・自分で興味がありそうで今まで取り組んでいないことを自分で考えて 

・それがどうかという、人の評価はとりあえずおいておき 

・実際にやる（考動する） 

考動すると、自分の新しい一面を、自分で発見することができるかもしれません。 

・考動すると、やる気や活力が出てくる  

・迷うより、考動することが大切  

・一日の中で自分の好きに集中する時間を作る  

・チャンスは待たない、掴みにいく  

・まずは量をこなす  

・「練習は噓をつかない」って言葉があるけど、頭使って練習しないと、普通に嘘つくよ 

これらは、スポーツ選手・会社経営者、作家などのメッセージです。 

そしてこれらに共通していて、私が一番大切と考えているのは、まず「考動」することです。

１４日間の春休み、まずは安全に生活、そして何か新しいこと「考動」してどうですか。 
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４月      

８日（火） 新任式・入学式準備  ２８日（月） 委員会  
※新２・３年登校  ５月   

 ９日（水） 入学式・始業式  １日（木）２日（金） 家庭巡回(希望者のみ) 

１１日（金） 給食開始 交通安全教室（１年）  ７日(水) 林間学校のため早帰り(２年) 

 地震避難訓練  ８日(木)～１０日(土) 林間学校(２年) 

１４日（月） 新入生歓迎会  ９日(金) 中間テスト（３年のみ） 

１５日（火） 全国学力学習状況調査（理・質問紙）  １２日(月) ２年生代休 

１７日（木） 全国学力学習状況調査（国数）  ２０日(火) 体力テスト 

 火災避難訓練 委員会  ２３日(金) 体力テスト予備日 

１８日（金） 離任式  ２９日(木) 生徒総会 

２４日（木） ＰＴＡ総会・授業参観  ３０日(金) 授業参観・部活動懇談会 

 学校懇談会・学年懇談会    

 

同窓会入会式（3 年生） 

３月６日（木）に飛翔館で同窓会入会式を行いました。式の最初に同窓会長さんより「情報化社会

の荒波にもまれ、自分を見失ったときこそ、地元の仲間（同窓生）の存在が大切になる」とのお言葉

をいただきました。その後、東中賞表彰や誓いの言葉、同窓会実行委員の紹介がありました。  

 
前期生徒会役員選挙 
３月１３日（木）に令和７年度前期生徒会役

員選挙立会演説会と投票を行いました。立候補

した生徒の演説は TV放送で行いました。それ

ぞれが、自分の思い描く理想の東浦中につい

て、熱く語っていました。生徒たちは選挙公報

をタブレット端末で見ながら、真剣に聞いてい

ました。 

上級学校説明会（２年生） 

3月 14日（金）に、公立高校や私立高校、専修学校の先生に来ていただき、上級学校説明会を行い

ました。前半は私立高校と専修学校、後半は公立学校の説明をそれぞれ 2 校ずつ聞きました。今後の

進路選択に向けて、しっかりと話を聞いていました。 
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